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4/16緊急事態宣言（特定警戒都道府県）に係る子育て関連施設の対応について 

 

１ 緊急事態宣言と市内子育て関連施設の利用動向（土日除く） 

 ⑴ 保育園（公設公営） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

▽ ４月１０日の県独自の宣言以降、登園児数は明らかに減少傾向にある。 

▽ 早朝、延長保育利用者数は横ばいの状況で一定のニーズあり。 

▽ 現在、登園児数は、市内公設公営保育園総在園数の半分程度に落ち込んでいる。 

▽ 県からの保育所等の保育提供に係る縮小依頼を受け、１７日～２０日の間で家庭保

育困難者を調査中 

 

 ⑵ 児童クラブ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

▽ 国の緊急事態宣言前から緩やかな減少傾向にあり、宣言後は減少が加速している。 

▽ ４月１日から比較すると、現在は半分程度まで減少している。 

 

 

入学式入学式

９クラブ児童数合計 ６６２人 



入学式

 

 

 

 ⑶ 児童館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

▽ 児童館９館全体の利用者数は、国の緊急事態宣言後は２０人程度で、その後減少傾向

にある。※児童館１館当たり０～２人程度 

▽ 緊急事態宣言後の利用者状況では、緊急性が認められるような児童、保護者等の利用

は今のところ無い。（こども課確認） 

 

 

２ 子育て関連施設の運営に係る方針 

  国、県の緊急事態宣言においても、保育所、放課後児童クラブ等の施設は休業対象施設となっ

ておらず、また、本市の方針である「子は宝」を実現するため、引き続き子育て世帯に必要な支

援を継続して実施していく。 

 

 

３ 子育て関連施設に勤務する職員体制に係る方針 

 ⑴ 新たに国から緊急事態宣言が出たことで、明らかに状況が変化し、これまでの対応から更に

一歩踏み込んだ対応が必要 

 ⑵ 現在、保育園利用保護者に対して、４月２０日期限として、家庭保育困難者を把握している

ことから、２０日の集計を基に全ての子育て関連施設において職員体制も併せて縮小 

 

 

R2.4.17 こども未来課作成 


